










　小児の視機能の発達遅延を早期に発見することは弱視の予防につながり,ま

た弱視があってもその治療が容易で,効果が期待できる。われわれは集団を対

象としたスクリーニングによる視機能異常児の検出を,当初は 5才児に,数年前

より 4 才児に行い,かなりの成果を得てきた。今回は 3 才児への取り組みを目

的として,3 才児のうちでも早期すなわち 3 才 4 カ月までの小児を対象として

視機能について検討を行った。


